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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 25,444 15.0 1,606 44.0 1,667 52.8 998 76.8
26年3月期第3四半期 22,117 10.1 1,115 58.3 1,091 46.0 564 65.2

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 1,135百万円 （49.9％） 26年3月期第3四半期 757百万円 （109.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 156.75 ―
26年3月期第3四半期 88.66 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 31,372 12,615 40.2
26年3月期 31,808 11,670 36.7
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 12,615百万円 26年3月期 11,670百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00
27年3月期 ― 0.00 ―
27年3月期（予想） 39.00 39.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,500 0.8 1,950 6.4 1,950 5.7 1,150 21.4 180.59



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 6,615,070 株 26年3月期 6,615,070 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 247,111 株 26年3月期 247,101 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 6,367,968 株 26年3月期3Q 6,368,018 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策が下支えとなったことに加え、企業業績

の改善に伴う設備投資の回復に支えられ、景気は徐々に回復基調となりました。その一方で、消費税増税や円安に

伴う実質所得減少の影響で個人消費の回復は限定的となり、依然として先行きは不透明な状況が続きました。 

このような状況の中、当社グループの連結業績につきましては、売上高は25,444百万円（前年同期比15.0％

増）、営業利益は1,606百万円（前年同期比44.0％増）、経常利益は1,667百万円（前年同期比52.8％増）、四半期

純利益は998百万円（前年同期比76.8％増）となりました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

  

① 建設機械事業 

建設機械事業におきましては、前年度予算の未消化工事に加え、新たに追加された経済対策関連工事が切れ目

なく執行される中、顧客ニーズへの対応が可能な中古建設機械・中古産業用車輌の販売強化に努めるとともに、

レンタル部門の営業強化に努めてまいりました。この結果、販売部門、レンタル部門の売上が好調に推移したこ

とに加え、レンタル用資産の更新に伴う売却を積極的に行ったことにより、売上高は10,359百万円（前年同期比

2.9％増）、セグメント利益は1,233百万円（前年同期比32.7％増）となりました。 

  

② 産業機器事業 

産業機器事業におきましては、企業業績の改善を受けて設備投資が底堅く推移する中、スマートフォンや省エ

ネルギー分野を始めとした開発案件の受注獲得に努めるとともに、継続して生産部品・消耗部品の販売強化に努

めてまいりました。この結果、半導体製造装置等の設備案件が増加したことに加え、生産部品・消耗部品の販売

が好調に推移したことにより、売上高は14,730百万円（前年同期比25.3％増）、セグメント利益は634百万円

（前年同期比35.5％増）となりました。 

  

③ 砕石事業 

砕石事業におきましては、前年度予算の未消化工事に加え、新たに追加された経済対策関連工事が切れ目なく

執行される中、継続して護岸工事を始めとした公共工事の受注獲得に努めるとともに、民間への営業強化に努

め、中小規模の工事受注に向けての取り組みを強化してまいりました。この結果、砕石類の出荷が好調に推移し

たことに加え、太陽光パネル設置工事向けに再生路盤材の出荷が増加したことにより、売上高は354百万円（前

年同期比19.9％増）、セグメント利益は17百万円（前年同期はセグメント損失10百万円）となりました。 

  

（２）財政状態に関する説明 

資産は、前連結会計年度末に比べ436百万円減少（1.4％減）し、31,372百万円となりました。増減の主な内容

は、電子記録債権が564百万円、商品及び製品が117百万円、貸与資産が101百万円、投資有価証券が162百万円それ

ぞれ増加したものの、現金及び預金が166百万円、受取手形及び売掛金が1,381百万円それぞれ減少したことによる

ものであります。 

負債は、前連結会計年度末に比べ1,381百万円減少（6.9％減）し、18,756百万円となりました。増減の主な内容

は、リース債務が158百万円、流動負債のその他が142百万円それぞれ増加したものの、支払手形及び買掛金が774

百万円、未払法人税等が718百万円それぞれ減少したことによるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ944百万円増加（8.1％増）し、12,615百万円となりました。増減の主な内容

は、利益剰余金が807百万円、その他有価証券評価差額金が119百万円それぞれ増加したことによるものでありま

す。 

この結果、自己資本比率は40.2％と前連結会計年度末に比べ3.5ポイント上昇いたしました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成27年３月期の通期連結業績予想につきましては、本日発表の「業績予想及び配当予想の修正に関するお知ら

せ」をご覧ください。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

  

 

㈱南陽(7417) 平成27年3月期 第3四半期決算短信

－3－



３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 3,243 3,076 

    受取手形及び売掛金 14,671 13,290 

    電子記録債権 308 872 

    賃貸料等未収入金 695 738 

    商品及び製品 1,137 1,255 

    仕掛品 2 35 

    貯蔵品 6 1 

    その他 567 490 

    貸倒引当金 △774 △576 

    流動資産合計 19,858 19,185 

  固定資産     

    有形固定資産     

      貸与資産（純額） 7,336 7,437 

      その他（純額） 2,214 2,237 

      有形固定資産合計 9,551 9,675 

    無形固定資産     

      のれん 57 46 

      その他 138 114 

      無形固定資産合計 196 161 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 1,311 1,473 

      その他 1,004 906 

      貸倒引当金 △156 △60 

      投資その他の資産合計 2,159 2,320 

    固定資産合計 11,907 12,157 

  繰延資産     

    開発費 42 29 

    繰延資産合計 42 29 

  資産合計 31,808 31,372 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 10,596 9,822 

    短期借入金 2,288 2,335 

    1年内返済予定の長期借入金 345 420 

    リース債務 2,301 2,460 

    未払法人税等 790 71 

    賞与引当金 222 116 

    役員賞与引当金 21 ― 

    割賦利益繰延 920 850 

    その他 848 991 

    流動負債合計 18,335 17,067 

  固定負債     

    長期借入金 870 645 

    役員退職慰労引当金 116 116 

    その他の引当金 357 362 

    退職給付に係る負債 308 326 

    その他 150 238 

    固定負債合計 1,802 1,688 

  負債合計 20,137 18,756 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 1,181 1,181 

    資本剰余金 1,015 1,015 

    利益剰余金 9,280 10,087 

    自己株式 △231 △231 

    株主資本合計 11,246 12,053 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 286 405 

    為替換算調整勘定 137 156 

    その他の包括利益累計額合計 424 561 

  純資産合計 11,670 12,615 

負債純資産合計 31,808 31,372 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 22,117 25,444 

売上原価 18,362 21,175 

差引売上総利益 3,754 4,268 

割賦販売未実現利益戻入額 292 300 

割賦販売未実現利益繰入額 243 227 

売上総利益 3,803 4,341 

販売費及び一般管理費 2,687 2,735 

営業利益 1,115 1,606 

営業外収益     

  受取利息 13 16 

  受取配当金 13 15 

  持分法による投資利益 6 7 

  貸倒引当金戻入額 16 60 

  その他 58 50 

  営業外収益合計 109 149 

営業外費用     

  支払利息 68 62 

  為替差損 55 8 

  その他 8 17 

  営業外費用合計 132 88 

経常利益 1,091 1,667 

特別利益     

  固定資産売却益 3 1 

  投資有価証券売却益 0 18 

  特別利益合計 4 20 

特別損失     

  固定資産売却損 - 0 

  固定資産除却損 1 13 

  特別損失合計 1 13 

税金等調整前四半期純利益 1,095 1,674 

法人税、住民税及び事業税 615 520 

法人税等調整額 △84 155 

法人税等合計 530 675 

少数株主損益調整前四半期純利益 564 998 

四半期純利益 564 998 
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四半期連結包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 564 998 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 108 117 

  為替換算調整勘定 52 11 

  持分法適用会社に対する持分相当額 32 8 

  その他の包括利益合計 193 137 

四半期包括利益 757 1,135 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 757 1,135 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△271百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

(のれんの金額の重要な変動） 

「産業機器事業」セグメントにおいて、平成25年４月１日付で共栄通信工業㈱の全株式を取得し、連結子会社と

しました。 

なお、当該事象によるのれんの増加額は、第３四半期連結累計期間においては72百万円であります。 

  

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年12月31日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １ セグメント利益の調整額△279百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 

    (単位：百万円) 

  

報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 建設機械事業 産業機器事業 砕石事業 計 

売上高             

  (1) 外部顧客への売上高 10,062 11,758 295 22,117 ― 22,117 

  (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

40 17 ― 58 △58 ― 

計 10,102 11,776 295 22,175 △58 22,117 

セグメント利益又は損失
（△） 

929 468 △10 1,387 △271 1,115 
 

    (単位：百万円) 

  

報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 建設機械事業 産業機器事業 砕石事業 計 

売上高             

  (1) 外部顧客への売上高 10,359 14,730 354 25,444 ― 25,444 

  (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

37 42 ― 80 △80 ― 

計 10,396 14,773 354 25,524 △80 25,444 

セグメント利益 1,233 634 17 1,885 △279 1,606 
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２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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